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新エネルギー委員会のお知らせ(第３０５回) 

 

日 時 平成２８年１１月１０日（木）午後１時半～４時 

場 所 衆議院第一議員会館 地下１階 第２会議室 

    千代田区永田町２－２－１ 

    ◆国会議事堂前駅（丸の内線・千代田線）①番出口より２分、永田町

駅（有楽町線・半蔵門線）①番出口より下車５分。当日、午後１時

より、議員会館玄関にて、通行証を差し上げます。その時刻前に到

着された方は、恐縮ですが、受付脇のロビーにてお待ち下さい。会

議開始後にお越しの方は、受付に「第２会議室に行きたい」旨お伝

え下されば、お迎えに参ります。 

 

議 題  １、最近の再生・新エネルギーについて想う 

        挨拶 中島稔新エネルギー委員長 

      ２、国内外のエネルギー動向、及び我が国のエネルギー政策 

        解説 資源エネルギー庁長官官房 総合政策課 

           大石知広 調査広報室総括課長補佐 

     ３、『新エネルギー関連ニュース NO.１６０』 

      解説 中島稔新エネルギー委員長 

    

報 告  去る１０月４日開催の第３０４回新エネルギー委員会は、中島稔新

エネルギー委員長が議長を務め行われました。 

 まず、清原淳平専務理事より、本日の講師・鈴木博之東京大学特任

研究員の経歴紹介がありました。次に、中島委員長より、開会挨拶

「最近の再生・新エネルギーについて想う」として、昨日、ノーベル

医学生理学賞を日本人の大隅良典教授が受賞した。今回の技術は、２

０～３０年を経ての結果である。今話題になっている新技術が果たし

て２０～３０年後にノーベル賞を受賞するほどの成果を挙げるかどう

か、心配である。 



 

 

 

次に、鈴木特任研究員より、「水素変換効率を向上させる新型光触媒」と題

して、以下の趣旨の解説がありました。人工光合成の研究分野では、高効率の

光触媒の開発が大きなテーマとなっている。太陽光のエネルギーの５％を水素

エネルギーに転換できれば、一気に事業化が進むとされており、そこに向けて

世界各国で研究が行われている。酸化物のナノ構造の物性基礎研究を行ってい

る東京大学物性研究所のミック・リップマー准教授に対して、光触媒研究を行

っている理科大の工藤昭彦教授がアプローチしたことで、この研究ははじまった。

光触媒として有望視されている酸化物薄膜の中に、酸化イリジウムなどのナ

ノピラーを複数埋め込んだ構造なら、可視光応答性が改善するのではないか

と推測した。そして原料となる金属に紫外線レーザパルスを照射してプラズ

マ状態にし、それを基盤上で受け止めることにより、薄膜とピラーを同時に

成長させる自己集積化のプロセスを開発した。生成した光触媒は、ピラーな

しのものと比べて、著しい可視光応答性の改善が見られた。これにより高効

率な人工光合成の道が拓かれた。現在は１％程度の効率だが、ピラーを長く

するなどの工夫により効率を高めていくことが可能であり、５％の高効率の

実現をめざしている。また、この光触媒は、ほとんど劣化しないため長期間

の使用に耐えるという。ピラーの材料として安価なニッケルなども利用でき

ることも分かっており、低コスト化も併せて進める。 

次に、中島稔委員長より『新エネルギー関連ニュース№１５９』の解説があ

りました。今回は、○水で作れる電解液を新発見。リチウムイオン電池を安く

安全に作ることが期待される。○僅かな摩擦で発電する複合材料の開発。体に

取り付けることもできる。○買取価格の下落で太陽光発電関連企業の倒産が相

次いでいる。○直径１３６ｍ、低風速対応の洋上風力発電。○メタンガスの気

泡の柱を回収、メタンハイドレート実用化に一歩前進か。○エネ庁の試算では、

上越沖に天然ガス１０年分のメタンハイドレートが眠っているとのこと。○質

量０の電子の速度測定。○宇宙エレベーターが２０５０年にも実現か？などの

解説があり、一同大いに勉強になりました。 
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★レクチュアにつき、当日会費 千円 にご協力お願い申し上げます。 

  次回、１１月１０日（木）の新エネルギー委員会に 

 

出・欠 （いずれかに○印） 

 

御芳名                     

 

    貴方様のＦＡＸ                 

    テロ対策への警備からの要請上、会員に限ります。 

    参加希望者は、予め履歴書をご提出下さい。 
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